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研究成果の概要（和文）：この研究では日本語の音韻に注目し、その情報量をもとに機能負担量(=重要度)を明
らかにすることを目的とする。日本語のアクセントの型の数は、モーラ数(n)、語種等の情報がなければ、n+1型
の数を予測する 。しかし、モーラ数、語種等の情報が分かれば、n+1型の数ではなく、共通日本語のアクセント
の型の数が「二つの型」に集約されることが分かった（データから平板型と-3型 の二つの型が明らかになって
いる）。つまり、モーラ数、語種等の情報が日本語のアクセントの数を決める上で重要であるということであ
る。また、語彙アクセントの情報は3世代を通じてそのまま継承されることはなく変化があるということがわか
った。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on Japanese phonology and aims to clarify the functional 
load based on its entropy. The number of accentual categories  in Japanese increases with word 
length if there is no information such as the number of mora, word types, etc. It was found that the
 number of Japanese accentual categories  can be reduced  to two categories if the information on 
number of mora, word types, etc. is known (the data reveals two categories: unaccented and accented 
on the penultimate). This means that information such as the number of mora, word types, etc. is 
important in determining the number of Japanese accent categories. It was also found that the 
information on lexical accents is not inherited intact through three generations, but is subject to 
change.

研究分野： 言語学（音声学・音韻論、社会言語学）
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語の音韻（母音、子音、アクセント等）の機能負担量（＝重要度）に焦点を絞った研究はあまり多くない。
本研究では特に日本語のアクセントの型に注目した。なぜならば、日本語のアクセント型は多型であることは確
かだが、究極的には二型（平板型と-3型）だと言われきたからだ。本研究でモーラ数、語種という情報が与えら
れたら上記の主張は正しいことを導き出した。また、語種によってアクセントの振る舞いが異なるという点は、
今後日本語学習者がアクセントを学ぶ上で重要な手がかりになり得るだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

現代日本語（標準日本語）は子音、母音、アクセント核の有無、アクセント型、母音・子音

の長短などの違いを語彙の弁別に用いる言語であり、それぞれに対立がある。例えば、歩行

（ホコウ）と方向（ホウコウ）は母音の長短（ホ vs. ホウ）による対立があり、雨（アメ）と飴

（アメ）は助詞を付けた時にアクセント核（アメガ vs. アメガ）の有無による対立がある。し

かし、これらの対立が全て均一な重要度をもっているとは限らない。これまでの日本語の音韻

特性に関する研究では、一部の音韻対立の有無は明示されているが、どの対立が相対的に重要

なのかについてはほとんど研究が行われていない。そのため、どの音韻対立が重要であるかを

体系的に解明する必要があった。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は機能負担量を使い、日本語諸方言に存在する音韻対立の相対的な重要度を明

らかにすることで、音韻変化と不変化性に対し体系的な説明を試みることである。 

機能負担量とはある音韻対立が語彙を弁別する度合いである。対立は語彙を弁別するための

情報であり、音韻変化理論では、機能負担量が高い音の組み合わせほど対立が顕著で変化しに

くく、そうでない場合は対立が消失しやすいと言われている。本研究では大規模な日本語語彙

コーパスと情報理論を用いて計量的に音韻対立の相対的な重要度を比較することである。そし

て、この機能負担量を用いて、音韻の変化および不変性についての体系的な説明を試みること

であった。 
 
３．研究の方法 
本研究では当初、現代日本語（標準日本語（＝東京方言）、近畿方言）に存在する音韻対立の

機能負担量を計量的・実証的に比較した結果を示すことであった。 

標準日本語と近畿方言におけるアクセント核の相対的な重要度の比較である。アクセントは

歴史的にも大きな変化を遂げてきたが、今現在も多くの方言でアクセントの変化は観察されて

いる。標準日本語ではアクセント核を用いるが、近畿方言はアクセント核と式を用いる。この

二つの方言間でアクセント核の機能負担量を計量し比較する。その結果、標準日本語ではアク

セント核の機能負担量が高いが、近畿方言ではアクセント核よりも式の方が機能負担量の重要

度が高いということになれば、「式」が伝達機能として有意に働いているために変化しにくいと

言える可能性がある。このように対立の重要度を比較し順序付けることにより、変化しにくい

音韻とそうでない音韻が明らかになり、伝達機能として有意な音韻対立の解明ができると考え

た。 

ここでは標準日本語を対象に（１）コーパスからのデータの抽出・整理、（２）情報量と機能

負担量の算出、（３）比較・考察、（４）研究成果の公表という５つの段階を踏んだ。 

 まず、この研究で必要な道具立てが（１）データの抽出・整理であった。対象とする標準日

本語のデータとして、ここでは国立国語研究所の『現代日本語書き言葉均衡コーパス

（BCCWJ）』 (文献[1])、天野他 (文献[2])（以下 NTT コーパスと呼ぶ）、UniDic という３つの大

規模コーパスを用いて最頻出の１万語（名詞）を抽出した。データの抽出を名詞だけに限定し

たのは名詞は用言と違って語形が変わらないからである。しかし、データとして使った語彙数

は約７０００語となった。というのも、最頻出１万語の中からアクセント情報が抽出できなか



ったからである。続いて（１）で抽出した頻度情報に基づいて（２）情報量を算出した。特に

本研究では特にアクセントの情報量に注目して研究を行った。そして（３）比較・考察を行い、

（４）研究成果を学会で発表した。 
 
 
４．研究成果 
研究の主な成果： 

本研究での主な成果は、標準日本語のアクセントの型の数の予測（研究成果一覧 [2]、 [3] ）、

世代間の語彙アクセント情報の継承の有無（研究成果一覧 [1] ）である。 

 研究成果一覧 [2]、 [3]では、実在する語彙のアクセントのデータの偏りを用いて、標準日本

語のアクセント型の有効数を計算した。標準日本語には「N モーラ数+1」の数のアクセント型

（例:3 モーラならば 4 つのアクセント型）が存在する。しかし、実際にはそれぞれのアクセン

ト型（例:頭高型、中高型、尾高型、平板型）の出現分布 には偏りがあることも事実である。本

研究では、このデータの偏りを用いて「標準日本語のアクセント型は究極的には二型である」

という仮説を検証した。本研究は Kubozono (文献[4]) の主張を支持するものであった。

Kubozono の主張では、3 拍名詞とそれらの語種のデータを用いて上記の主張をしていたが、本

研究では、3 拍名詞に限定せず、それ以外（3 拍以下、3 拍以上）の名詞と語種も考慮した。そ

れ故、これまでよりも包括的に標準日本語を捉えることができたと言える。また、語種によっ

てアクセント型の数が異なることも大きな発見であった。具体的には、漢語・外来語はアクセ

ント型の有効数が 2 であるのに対し、和語のアクセント型の有効数は 2 よりも大きい（具体的

には 2.8）、つまりアクセント型が 2つ以上（3つに近い）のアクセント型があることが明らかに

なった。これは、漢語・外来語はデフォルトのアクセント型と呼ばれる-3 型が規則的に適用さ

れていくのに対し、和語は歴史の産物でアクセントの型の数が 2 以上になるものと考えられる

からである。 

研究成果一覧 [1]では、世代間の語彙アクセント情報の継承の有無を検証した。ここでは、語

彙アクセントの情報に着目し、世代を超えてその情報がどれほど伝達されうるかという研究を

行った。その結果、語彙アクセントの情報が第一世代から第三世代までそのまま継承・伝達さ

れることはなく変化がある点が明らかになった。 
 
 
国内外における位置付けとインパクトと今後の展望： 

 研究成果一覧 [2]、 [3]は標準日本語を情報量という観点からアクセントの研究を行ったもの

として、新しいものと言える。情報量を謳った研究はこれまでもわずかに存在していたが、そ

れを使って標準日本語での未解明の部分までは明らかにできていなかった。本研究では情報量

を用いて、先行研究での主張（アクセント型の数は究極的には二型に集約される）を裏付ける

結論に至ったこと、そして生態学で用いられてきた有効数という概念を言語学で使ったことが

これまでの研究とは一線を画す。また、語種によるアクセント型の数の違いが如実に現れた点

でも、さらに歴史的観点から考察を行ったという点でもこれまでは異なると言える。 

研究成果一覧 [1]は方言学の国際学会である Methods xvii で研究発表を行った。学会では招聘

教授のトロント大学の Sali Tagliamonte 氏から「三世代を通してアクセント情報の継承がなされ

るかどうかを調べた点が興味深い」というコメントをいただいた。また、この学会では親の母

方言の影響や人の移動による言語変化を考慮した地理的方言分布の研究を行なっているベルン

大学の Péter Jeszenszky 氏とも交流を持つことができた。 



 

予期していなかった点： 

当初の計画では、近畿方言におけるアクセントの情報量の算出、および音韻の変化および不

変性についての体系的な説明を試みることであったが、研究期間中に予期しないこと（新型コ

ロナの発生、頻度情報の欠如および手作業でのデータの確認）があったため、当初の計画通り

にはできなかった。 
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